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(9) パネル展（令和７年３月 19～22日） 

鐘ヶ淵地区まちづくり計画の改定における進捗状況の報告や意見収集を目的に、以下の日程・内

容でパネル展を実施しました。 

 

■パネル展概要 

日時 令和７年３月 19 日（水）～22日（土） 

会場 
19・20 日 ⇒ 梅若小学校 ミーティングルーム 

21・22 日 ⇒ 隅田小学校 視聴覚室 

目的 ○ 鐘ヶ淵地区のまちづくりの方向性について報告すること 

内容 

（見る！） 

○ 鐘ヶ淵地区の“これからのまちづくり”について 

○ 鐘ヶ淵地区まちづくり計画の改定（案）について 

（参加する！） 

○ 「みらいイメージ」ワークショップ 

～AI 生成画像を活用して理想の駅前空間を作ってみよう～ 

 

■来場者数 

会場 日時 来場者数 

梅若小学校 
３月 19日（水） 11 名 

３月 20日（木） 26 名 

隅田小学校 
３月 21 日（金） 18 名 

３月 22日（土） 32 名 

４日間合計 87 名 

 

■当日の様子 

【梅若小学校 ミーティングルーム 3/19（水）、3/20（木）】 

   

【隅田小学校 視聴覚室 3/21（金）、3/22（土）】 
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■パネルの内容 
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■来場者アンケート 

【実施概要】 

目的 
○ パネル展参加者の把握 

○ 鐘ヶ淵地区の取組に対する住民意向の把握 

実施方法 パネル展会場での配布・回収 

回収状況 ４日間合計 73件（83.9％）    ※（）内は来場者数に対する回答率 

【アンケート結果】 

 

 

図 参-12.年齢層 
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図 参-13.住まい 

図 参-14.最寄り駅 

図 参-15.加入している町会 
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図 参-16.開催形式について 

図 参-17.開催日時・場所について 
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図 参-18.地区内の取組の重要度 
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図 参-19.まちづくりへの参加意向 
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(10) パブリックコメント（令和７年４月 14日～５月 16日） 

本計画（案）に対するパブリックコメントを下記のとおり実施しました。 

 

■パブリックコメント実施概要及び結果 

事項 内容 

募集期間 ４月 14 日（月）～５月 16 日（金） 

実施の周知 
・区公式ウェブサイト（４月 14 日～５月 16日） 

・区公式Ｘ 

閲覧場所 

・区民情報コーナー（区役所１階） 

・鐘ヶ淵まちづくりの駅 

・密集市街地整備推進課窓口（区役所９階） 

※土・日・祝日は、区民情報コーナーのみで閲覧可能 

意見提出方法 郵送、ファックス、電子メール又は持参 

意見提出先 密集市街地整備推進課 

意見募集の結果 意見者数：０人、意見数：０件 
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(11) 用語解説 

 

○ アーバンデザインセンターすみだ 

千葉大学・情報経営イノベーション専門職

大学との連携を促進し、墨田区が抱える様々

な地域課題を解決することを目的として、

2021（令和３）年５月に設立した公民学連携

組織。墨田区が掲げる「大学のあるまちづく

り」を一層強力に推進するため、「公」とし

ての墨田区やまちづくり公社、「民」として

の区民や墨田区に縁のある企業、「学」とし

ての千葉大学と情報経営イノベーション専門

職大学が、共同して墨田区のまちづくりのた

めの企画･構想、連携･推進、情報発信などの

役割が果たす活動を行っています。 

 

○ 開かずの踏切 

ピーク時の遮断時間が１時間当たり 40分

以上の踏切のことです。 

 

○ 空き家 

住宅・土地統計調査では、別荘や、賃貸、

売却用のために人が住んでいない住宅を「空

き家」といいます。（一戸建では空き家、マ

ンション等の共同住宅では空き室という。） 

また、空家等対策の推進に関する特別措置

法では「空き家」と表記し、居住その他の使

用がなされていないことが常態であるものを

いい、１年間使用されていないことが 1つの

目安となるという考えが示されています。 

 

○ 移動制約者 

交通行動上、人の介助や機器を必要とした

り、様々な移動の場面で困難を伴ったり、安

全な移動に困難であったり、身体的苦痛を伴

う等の制約を受ける人々を指します。高齢

者、障害者、妊産婦、乳幼児連れ、外国人な

どが該当します。 

 

○ インフラ 

「産業や生活の基盤」あるいは「社会資

本」などを意味する「インフラストラク

チャー」の略です。 

 

○ 延焼遮断帯 

大規模な地震等の市街地大火の延焼拡大を

阻止する機能を果たす道路、鉄道、公園等の

都市施設と、それらの沿線の周囲に建つ耐火

建築物により構築される帯状の不燃空間のこ

とです。 

 

○ オープンスペース 

建物に覆われていない公園、広場、河川、

海浜、山林、農地等の主として自然物によっ

て構成される土地の総称です。都市計画法に

おいては、都市計画に定める施設として「公

園、緑地、広場、墓園、その他の公共空地」

が規定されています。 

 

 

○ 狭あい道路 

幅員が 4メートル未満の道で、一般交通の

用に供されているものをいいます。 

 

○ 共同化 

複数の土地所有者や地権者が、権利調整を

行いながら、建物や施設の整備・利用を一体

的に行うことです。 

 

○ 緊急輸送道路 

阪神淡路大震災での教訓を踏まえ、地震直

後から発生する緊急輸送を円滑に行うため、

あ 

か 
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高速自動車国道、一般国道及びこれらを連絡

する幹線道路と知事が指定する防災拠点を相

互に連絡する道路のことです。 

 

○ 景観協定 

景観法に基づく制度で、景観計画区域内の

一団の土地の所有者等は、その全員の合意に

より、当該土地の区域における良好な景観の

形成に関する協定（景観協定）を締結するこ

とができます。 

景観に関する地域住民等の取組みに法的な

効力を与える協定としては、他に建築基準法

による建築協定や、都市緑地法による緑化協

定があります。景観法による景観協定では、

工作物や屋外広告物に関する事項など、良好

な景観を形成するための事項をさらに幅広く

定めることができます。 

 

○ 建築協定 

建築協定は、地域のみなさん自らが建築基

準法で定められた基準に上乗せをした地域の

特性に合わせたルールを定め、お互いに守っ

ていくことで地域の特性を生かしたまちづく

りの実現に役立つ制度です。 

 

○ 高規格堤防 

普通の堤防と比較して幅の広い堤防で、超

過洪水時において越水・侵食・浸透による堤

防の決壊を防ぐことで壊滅的な被害を回避す

るほか、地震時にも、液状化による堤防の大

規模な損傷を回避することができる堤防のこ

とです。 

 

○ 交通結節点 

複数あるいは異種の交通手段の接続が行わ

れる場所のことです。 

 

 

○ コミュニティ 

人々が共同体意識を持って共同生活を営む

一定の地域及びその人々の集団、地域社会、

共同体をいいます。 

 

 

○ シェアリングサービス 

事業者が地域内の各所に自転車や電動キッ

クボード等の置き場（シェアリングポート）

を設置し、利用者が好きな時に好きなシェア

リングポートで自転車や電動キックボード等

を借りたり、返却したりできるサービスのこ

とです。 

 

○ 市街地再開発事業 

低層で木造住宅等が密集した地区などにお

いて、土地の合理的で健全な高度利用と都市

機能の更新を図り、災害に強い安全で快適な

まちをつくりだす事業のことです。 

 

○ 下町 

もともとは、市街地の中でも海・川に近い

低地の部分や庶民の多く住む地域等、社会的

な意味で使われていた言葉です。現在では、

路地や長屋の江戸情緒や人情を残す界隈や、

町工場や古くからの商店街の多い古風な街並

みの残る地域です。 

 

○ スーパー堤防 

河川背後地の再開発とあわせて実施する非

常に穏やかな勾配の幅の広い堤防です。東京

都では隅田川において、耐震性や水辺環境の

向上を図る目的で堤防を整備しています。 

 

○ 生物多様性 

生きものたちの豊かな個性とつながりのこ

とです。 

さ 
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地球上の 3,000 万種ともいわれる多様な生

命は一つひとつに個性があり、すべて直接

的・間接的に支えあって生きています。 

 

 

○ 耐震化 

建築物の補強等により地震に対する安全性

の向上を図ることです。 

 

○ 地区計画 

都市計画法で定められたまちづくりの手法

のひとつで、まとまりのあるいくつかの町丁

目や街区,あるいは共通の特長をもっている

地域ごとに良好な環境を整備、開発、保全す

るための計画です。 

 

○ 調節池 

洪水の最大流量を減少させるため、洪水を

一時的に貯めて調節し、洪水が終わった後に

ゆっくり流す施設を遊水地または調節池と呼

びます。 

住宅や工業団地などの開発に伴い雨水、排

水をストックするために設けられるものを調

整地といいます。 

 

○ 地理情報システム 

地図データ上に文字や数字、画像などの

様々な情報を重ね合わせて表示、編集や、情

報の検索・分析をするシステムのことです。 

 

○ 鉄道立体化 

鉄道立体化とは、市街地において道路と交

差している鉄道を高架化又は地下化すること

です。これにより、次のような効果が期待さ

れます。 

・複数の踏切が除却され、踏切遮断による交

通渋滞及び踏切事故が解消される 

・都市交通の円滑化や線路で分断された市街

地の一体化などを図り、都市活動が活性化

する 

なお、鉄道を高架化する場合は、日照など

の都市環境の保全に資する目的で､高架構造

物に沿って側道の設置が必要となる場合があ

ります。 

 

○ 電動キックボード 

キックボードに電動式モーターを搭載した

車両のことです。定格出力、大きさ、最高速

度等が一定の基準に該当するものは特定小型

原動機付自転車に区分されます。 

 

○ 都市開発諸制度 

公開空地の確保等の公共的な貢献を行う建

築行為に対して、容積率や斜線制限などの建

築規制を緩和することにより、市街地環境の

向上に資する都市開発の誘致を図る制度で、

再開発促進区を定める地区計画、特定街区、

高度利用区及び総合設計があります。 

 

○ 都市計画 

土地利用、都市施設の整備、市街地開発事

業に関する計画であり、都市計画の決定手続

により定められた計画のこと（都市計画法第

４条第１号）です。 

 

 

○ バリアフリー 

高齢者や障害者等が社会生活を営む上での

物理的、制度的、社会的及び心理的な障壁

（バリア）をつくらないとともに取り除きま

す。 

 

 

 

た 

は 
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○ 不燃化 

建築物の更新の際に燃えにくい建物へ建替

えを行うことです。例えば、鉄筋コンクリー

ト造、鉄骨造、建物の防火性能を強化した木

造に建替えます。 

 

○ 不燃化促進事業 

墨田区北部地域における幹線道路の沿道や

学校等防災拠点周辺及び主要生活道路の沿道

において、建築物の不燃化や壁面後退による

延焼遮断帯の形成、避難経路の確保を進めて

います。不燃建築物の建築やそれ以外の建物

の除却等に対して助成を行っています。 

 

○ 不燃化特区 

整備地域の中でも地域危険度が高いなど、

特に重点的・集中的に改善を図るべき地区に

ついて、区から提案を受け、都が期間や地域

を限定して、老朽木造建築物の建替え・除却

への助成や固定資産税等の減免措置など特別

の支援を行う地区のことです。 

 

○ 防災再開発促進地区 

老朽建築物が多く、道路整備が遅れている

密集市街地を防災街区として、一体的かつ総

合的に市街地の再開発を促進する地区です。

（密集市街地における防災街区の整備の促進

に関する法律第３条第１項（以下、「密集

法」という。）） 

密集法による防災街区整備方針に基づいて

定められた地区で、整備または開発の計画の

概要のみを定めており、この地区の指定のみ

では建築物に関する制限はありません。 

 

○ ポケットパーク 

道路整備や改良によって生まれたスペース

や、街区内の空き地などわずかな土地を利用

して作られた小さな公園をいいます。 

 

○ みどり率 

「緑被率」に「河川等の水面が占める割

合」と「公園内の緑で覆われていない面積の

割合」を加えたものです。 

なお、「緑被率」とは、地域全体の面積に

占める緑被地（樹林、草地、屋上緑地）の割

合を指します。 

 

○ 木密地域・木造住宅密集地域 

東京都「防災都市づくり推進計画」におい

て抽出している、震災時に延焼被害のおそれ

のある老朽木住宅が密集している地域です。

抽出指標は以下のとおりです。 

・昭和 55年以前の老朽木造建築物棟数率 

30％以上 

・住宅戸数密度 55 世帯／ha以上 

・住宅戸数密度（３階以上共同住宅を除

く。） 45 世帯／ha以上 

・補正不燃領域率 60％未満 

 

○ モビリティハブ 

公共交通機関やシェアモビリティ等、複数

の多様な交通モードとの接続・乗継拠点のこ

とです。地域の実情に応じて、ハブの配置、

モビリティの種類、その他機能の導入をカス

タマイズすることで、地域課題の解消に貢献

できるとされています。 

 

 

○ ユニバーサルデザイン 

施設や製品等について、新しいバリアが生

じないよう誰にとっても利用しやすくデザイ

ンするという考え方です。 

障害者、高齢者、妊婦や子ども連れの人な

どが社会生活をしていく上でバリアとなるも

ま 

や 



 

105 

のを除去する（バリアフリー）とともに、新

しいバリアを作らないことが必要です。 

 

 

○ 裸地 

草木が一本も生えておらず、岩や土がむき

だしになっている土地（地面や場所）のこと

です。 

 

 

○ ワークショップ 

地域に係わる立場や経験、考え方の異なる

人が参加し、知恵と工夫を出しあい、地域の

抱える課題の整理や解決方策等を検討し、参

加者全員の協働作業を通じて成果をとりまと

めていく、市民参加によるまちづくりの手法

の一つです。 
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